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（東北） ㈱Ｓ運輸 Ｔ．Ｋ 

私私はは、、前前職職をを定定年年後後、、畑畑違違いいのの運運行行管管理理とといいうう現現職職にに６６６６歳歳でで就就ききままししたた。。入入社社ししたたもものののの、、未未経経験験のの故故、、当当然然ななににかかららどどううししててよよいいかか

分分かかららななかかっったたがが、、事事業業主主かからら「「当当社社はは、、事事故故がが同同業業者者のの中中ででもも少少なないい方方ででははなないい。。君君のの仕仕事事はは事事故故をを減減ららすすこことと。。」」とと宣宣言言さされれ、、そそのの時時

点点かからら私私のの目目標標はは定定ままっったた。。  

年年齢齢をを考考ええれればば時時間間ががああままりりなないい。。密密度度のの濃濃いい仕仕事事にに特特化化ししよよううとと決決めめたた。。  

ままずず、、事事故故がが少少ななくくなないい原原因因をを探探っったた。。幸幸いい４４ｔｔ車車をを含含めめたた全全車車にに装装着着さされれてていいたたタタココググララフフのの紙紙チチャャーートトをを見見るるとと素素人人のの私私ででももすすぐぐ分分

かかっったた。。  

殆殆どどのの車車両両がが、、高高速速道道路路、、一一般般道道路路をを問問わわずず速速度度のの出出しし過過ぎぎだだっったた。。事事故故内内容容もも車車両両対対車車両両のの事事故故がが大大半半だだっったた。。ししかかもも速速度度ささええ抑抑

ええてていいれればば大大部部分分のの事事故故はは防防げげたたののででははなないいかかとと思思っったた。。  

「「よよしし！！」」速速度度をを出出ささなないいよようう指指導導ししよよううとと決決めめたた。。ししかかしし、、速速度度をを出出すすここととががドドッッププリリとと身身体体ににししみみつついいてていいるるドドラライイババーー指指導導ををどどううすすれれ

ばば速速度度をを出出ささななくくななるるかか業業界界未未経経験験のの私私ににはは思思いいののほほかか難難題題だだっったた。。  

時時ににはは、、速速度度をを出出ししたたドドラライイババーーににはは詰詰問問状状のの点点呼呼をを行行ううななどどしし、、次次第第ににドドラライイババーーはは私私にに距距離離をを置置くくよよううににななっっててききたたののをを肌肌でで感感じじ

たた。。  

ああるる時時、、会会社社でではは全全役役員員ををははじじめめ、、多多くくののドドラライイババーーがが集集ままっってて年年２２回回春春とと秋秋にに社社員員研研修修をを実実施施ししてていいるるここととがが分分かかりり、、ここのの機機会会をを利利用用

ししてて全全ドドラライイババーーがが法法定定速速度度をを守守っってて走走行行すするる安安全全体体質質をを構構築築ししよよううとと思思っったた。。  

環環境境問問題題にに目目をを向向けけるる新新時時代代のの会会社社へへとと脱脱皮皮すするるききっっかかけけににななるるほほかかにに、、速速度度のの出出ししすすぎぎにによよるる事事故故防防止止のの有有力力なな対対策策ととななるるここととをを

会会社社にに訴訴ええたた。。社社長長（（現現会会長長））ををははじじめめ役役員員全全員員はは、、即即座座にに認認証証登登録録準準備備をを指指示示ししたた。。  

平平成成１１６６年年春春、、前前述述のの社社員員研研修修ににおおいいてて全全社社員員にに「「ググリリーーンン経経営営」」認認証証登登録録のの必必要要性性とと穏穏ややかかなな走走行行のの重重要要性性をを社社員員にに説説いいたた。。  

平平成成１１７７年年８８月月にに待待望望のの認認証証登登録録ががででききたた頃頃ににはは、、ドドラライイババーーのの走走行行速速度度へへのの意意識識改改革革にに顕顕著著なな変変化化がが出出ててききたた。。そそれれにに伴伴いい、、高高速速

道道路路やや幹幹線線道道路路上上ににおおけけるる事事故故もも減減少少傾傾向向にに入入りり、、そそのの内内容容もも明明ららかかにに変変化化しし始始めめたた。。  

ややははりり組組織織をを挙挙げげてて一一つつのの目目的的にに取取りり組組むむ力力はは、、個個々々ののドドラライイババーーへへのの単単ななるる「「速速度度はは出出すすななよよ！！」」式式のの声声掛掛けけよよりりもも大大ききなな力力ととななっっ

たた。。ほほっっととすするるままももななくく、、一一方方でで速速度度管管理理だだけけでではは限限界界ががききてていいるるここととにに気気ががつついいたた。。  

構構内内ににおおけけるるババッックク事事故故やや交交差差点点事事故故ななどどがが目目立立つつよよううににななっっててききたたここととででああるる。。速速度度管管理理はは第第一一弾弾、、次次はは何何ををややるるべべききかかをを考考ええたた。。

要要はは先先急急ぎぎ、、十十分分なな確確認認ももせせずず行行動動がが先先はは明明ららかかにに順順番番がが違違うう。。十十分分なな安安全全確確認認をを実実行行ささせせるるににはは何何ををすすれればばよよいいかか。。  

私私用用でで新新幹幹線線をを利利用用すするる機機会会ががああっったた。。行行ききもも帰帰りりももホホーームム上上ににおおけけるる駅駅員員のの凛凛々々ししいいああのの「「指指差差呼呼称称」」がが目目にに付付いいたた。。十十分分なな確確認認をを

ややっってて貰貰ううたためめのの方方法法をを探探ししてていいたた矢矢先先ででああるる。。  

構構内内ににおおけけるる後後退退時時等等のの単単純純なな接接触触事事故故、、交交差差点点事事故故ここれれはは全全部部確確認認不不足足、、右右はは良良いいかか、、前前方方はは大大丈丈夫夫かか確確認認ささええすすれればば全全てて防防げげ

るる事事故故ばばかかりりででははなないいかか。。  

指指差差呼呼称称＝＝確確認認指指差差呼呼称称＝＝確確認認はは、、ＪＪＲＲがが１１００００年年以以上上のの間間、、安安全全管管理理上上のの重重要要なな手手段段ととししててととっっててききたた方方法法ででははなないいかか、、指指差差呼呼称称はは

確確認認手手段段のの決決定定打打ででははなないいかかとと思思っったた。。  

特特にに効効果果がが上上ががっったたののはは、、交交差差点点事事故故とと構構内内事事故故ににおおけけるる後後退退事事故故がが目目にに見見ええてて減減少少ししたたここととででああるる。。確確かかにに確確認認のの重重要要性性をを““確確

認認””ししたた。。たただだ、、定定着着化化にに苦苦労労すするるががややははりり「「継継続続はは力力ななりり」」をを信信じじ、、６６～～７７年年経経つつがが現現在在ででもも継継続続中中ででああるる。。  

やややや気気がが緩緩みみ、、明明ららかかにに注注意意すすれればば防防げげたた些些細細なな事事故故がが相相次次いいだだ。。上上司司のの言言葉葉ととはは「「小小言言をを看看過過すするるとと大大事事をを招招くく」」ここれれをを言言いい換換ええ

るるとと、、大大ききなな事事故故をを起起ここすす前前ににはは小小ささなな前前兆兆がが必必ずずああるるここととににななるる。。そそれれをを如如何何にに早早くく見見つつけけるるかかがが事事故故防防止止にに大大ききなな効効果果ががああるるととのの考考

ええにによよりり、、何何ででももなないい急急減減速速、、速速度度超超過過、、急急加加速速等等々々をを重重視視しし、、そそのの中中でで発発生生ししたた事事故故のの小小ささなな前前兆兆ででああるるヒヒヤヤリリハハッットトのの原原因因をを明明ららかか

ににしし、、そそのの根根をを摘摘みみ取取るるここととにによよりり事事故故そそののももののがが防防止止さされれるる。。  

今今ののよよううなな安安全全基基盤盤がが確確立立ででききたた原原動動力力はは、、運運送送事事業業者者ととししてて公公道道をを使使いい、、物物流流とといいうう社社会会的的なな役役割割をを担担うう以以上上、、いいかかななるる事事故故もも許許ささ

れれなないいととのの不不退退転転のの決決意意にに満満ちちたた経経営営陣陣のの全全面面的的なな後後ろろ盾盾ががああっったたかかららここそそ成成しし得得たたこことと。。但但しし、、今今ででもも達達成成感感もも油油断断もも微微塵塵ももなないい。。  

そそれれはは、、交交通通事事故故はは、、今今日日ままでで事事故故がが無無いいかからら明明日日もも起起ききなないいとといいうう根根拠拠はは絶絶対対にになないい。。何何故故ななららどどんんなな人人ににもも「「ヒヒュューーママンンエエララーー」」がが

生生じじるるかかららででああるる。。ここれれががああるる以以上上今今日日もも油油断断はは絶絶対対ににででききなないい。。  

緊緊張張感感をを持持っってて、、今今日日ももややるるののみみだだ！！  


